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「建設イノベーション」を実現する SiTECH 3D の機能

SiTECH  =  SITE（現場）＋ Technology（技術）の造語です。

ＳｉＴＥ　　ＣＨ　　現場を変える（Change）
ＳｉＴＥ　　ＣＨ　　現場を一連で管理（Chain）
Ｓｉ　　ＴＥＣＨ　　高技術で現場を視準・見える化（Sight）
Ｓｉ　　ＴＥＣＨ　　高技術で現場の兆候をつかむ（Sign）

３次元設計データ要素解析・抽出機能

現場の見える化を支援

今までよりも圧倒的な速さで「使える３次元設計データ」を作成
できます。

各種データ（２次元平面図・計画データ・地形データ・２次
元横断図）を取り込み、現場を見える化します。

充実の設計照査・確認機能
平面・縦断・横断照査に加え、座標の精度照査や平面図と３Ｄデー
タの重ね合わせ確認機能を搭載し、さらに確実なデータ作成を支
援します。

横断構成点確認

座標照査・確認

作成した３D データを平面図
に重ねて点滅表示。平面図の
整合性を目視でチェックする
ことができます。

入力した座標値が、平面図の
座 標 位 置 と 合 っ て い る か を
自動チェック。即座に不整合
箇所を判別することもできま
す。

寸法照査
横 断 図 に 描 か れ て い る 寸 法
線・横断勾配・法勾配を自動
チェック。正しい値を朱書き
できます。

「LandXML」の取り込みに対応

横断属性情報まで含まれた「LandXML」の入出力に対応して
います。

LandXML 取り込み後のイメージ

各測点の横断図を立てて、３Ｄデータに配置したイメージ
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現況地形（ T IN）を取り込み、設計データを補間しながら現
況面まで伸縮します。

i-Construction 対応機能
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３次元設計データの作成に必要な要素を
自動・半自動で解析し、抽出
３次元設計データ要素解析・抽出機能の登場により、今までよりも圧倒的な速さで「使える３次元設計データ」
を作成できます。

平面図の中心線形を選択すると、
主要点の座標値および測点名を
解析し、抽出します。もちろん、
SIMA / CSV も取り込み可能です。

※測量座標が割り付けされている平面図
に限ります。

※ここでは、「半自動」の操作を説明して
います。

縦断図の計画高・縦断線形（勾配）
のタイトル文字を選択すると、縦
断線形計算に必要な変化点の測
点・折れ点の高さ・ＶＣＬを図面
から解析し、抽出します。
抽出したデータを基に縦断線形を
計算します。

縦断図の測点名・追加距離・平面
線形曲率図のタイトル文字を選択
すると、平面線形計算に必要なク
ロソイドやＲの要素を図面から解
析し、抽出します。
抽出したデータを基に平面線形を
計算します。

座標一覧表（PDF）を CAD データに変換
して取り込みます。ドラッグ操作で座標
データを抽出できます。

解析・抽出する要素の選択時に、マウ
スカーソルの上部にナビゲーションガ
イドが表示されます。ナビゲーション
ガイドに沿って操作すれば、迷うこと
なく必要な要素を選択することができ
ます。（半自動の場合）

■ 全自動
３次元設計データの作成に必要な
データを図面から自動で抽出します。
※図面により抽出できない場合がございます。その

際は、半自動・手動入力をご使用ください。

■ 半自動
タイトル文字や要素の選択をナビ
ゲートし、抽出します。

■ 手動
図面上の文字や値を選択し、抽出
します。

横断図で断面形状のセンター位置
と横断方向の線を選択すると、自
動で横断の線を追尾し、要素を解
析・抽出します。
抽出したデータを基に横断形状を
作成します。

座標登録・平面線形・縦断線形・横断形状の入力
を行うと３次元設計データが作成されます。

自動・半自動を使い分けることにより、短時間で
精度の高い３次元設計データを作成することがで
きます。
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要素解析・抽出について

ナビゲーションガイド表示で
簡単操作！

縦断表の [ 測点名 ] のタイトル文字
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LandXML 取り込み後のイメージ

LandXML を受領することにより、平面要素（Ｒ・パラメーター）・
縦断要素（折れ点高・ＶＣＬ）・横断形状（距離・勾配）の取り
込みはもちろんのこと、横断属性情報（車道・歩道・法面・小
段・構造物など）も取り込まれるため、３次元設計データを作
成する手間が軽減されます。

・平面要素
・縦断要素
・横断形状
・横断属性情報
　etc

LandXML の要素入力

出力

LandXML
ファイル

ベース図配置機能（設計データと横断図を重ねて表示）を搭載
横断図を測点ごとの範囲で切り取り、横断プレビューの背景にベース図として配置する機能を搭載。
作成した横断形状とベース図が重なることにより、ミスのないデータを作成できます。

■ ベース図配置前 ■ ベース図配置後

配置したベース図は、SiTECH 
3D Studio にデータ連携可能。

確実性
向上

横断図と横断プレビューの測点連動 ベース図上で横断形状を作成・編集

生産性
向上

横断図（参照図面）

横断プレビュー

横断プレビューの測点を
切替えると横断図も自動
で切替わります。

作業性
向上

LandXML の入出力に対応
「LandXML1.2 に準じた 3 次元設計データ交換標準（案）Ver1.0」に対応した XML の入出力に対応しています。
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もちろん、情報化施工にも対応（TS出来形・MC/MG データ）
モバイルデキスパートやデキスパートシリーズとの連携にも優れています。各シリーズを活用することで、さら
に効率がアップします。着工前から完成における３次元設計データのリアルタイムな利活用につながります。

トータル
ステーション

データコレクタ

モバイルデキスパート

or

■ 外部データの入出力

基本設計
道路中心線形

ＸＭＬ
基本設計

ＸＭＬ

※対応要領・基準については、弊社ホームページをご確認ください。

基本設計
道路中心線形

ＸＭＬ

座標
現況横断
計画横断

SIMA
座 標

CSVＤＸＦ ＳＸＦＤＷＧ ＰＤＦＸＭＬ
Land

充実の設計照査・確認機能で、確実なデータ作成を支援
平面・縦断・横断照査に加え、座標の精度照査や平面図と３Ｄデータの重ね合わせ確認機能を搭載し、さらに確実
なデータ作成を支援します。

形状照査・確認 横断構成点確認

縦断照査

寸法照査

平面照査座標照査・確認

入力した計画断面のデータが、横断図
の構成点の位置と合っているかを自動
チェック。

作成した３D データを平面図に重ねて
点 滅 表 示。 平 面 図 の 整 合 性 を 目 視 で
チェックできます。

縦断線形の計算結果が、縦断図の計画高・
折れ点高・ＶＣＬと合っているかを自動
チェック。即座に不整合箇所を判別する
こともできます。

横断図に描かれている寸法線・横断勾配・
法勾配を自動チェック。正しい値を朱書
きできます。

平面線形の計算結果が、平面図の主要点
の位置と合っているかを自動チェック。
即座に不整合箇所を判別することもでき
ます。

入力した座標値が、平面図の座標位置と
合っているかを自動チェック。即座に不
整合箇所を判別することもできま す。

or
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IC T 活用工事に
おけるプロセス

３次元
起工測量

3 次元
設計データ

作成
ICT 建機

による施工
３次元

出来形管理等
の施工管理

３次元
データの納品

i-Constructionの3次元設計データと路線
データを活用し、リアルタイムに観測位
置と設計面との標高較差・水平較差・垂
直較差を確認できます。
ICT活用工事の実地検査にもご活用いた
だけます。

現況地形（TIN） を取り込み、設計データを断面補間しな
がら現況面まで伸縮します。

横断 SIMA を取り込み、設計データの横断線端部を現況
線まで伸縮します。

どこでも Surface

i-Construction 対応機能
i-Construction では、起工測量で得られた現況地形（ T I N ）に合わせて 3 次元設計データを調整する必要が
あります。
UAV やレーザースキャナーなどによる３次元測量によって得られた点群データから生成する、横断 SIMA
や現況地形（ T I N ）に合わせて、３次元設計データを伸縮調整することができます。

i-Construction の面施工・面管理に活用

SiTECH 3D で作成した 3 次元設計データを面施工・面管理のチェックに活用できます。

■ 現況地形（ T I N ）に合わせて伸縮 ■ 横断線端部を伸縮

ｋｓｓ

現場 ICT端末

（アドバンス）

ＮＥＷ
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SiTECH 3D Studio の概要
各種データ（２次元平面図・計画データ・地形データ・２次元横断図）を取り込み、現場を見える化します。
また、簡易な点・面の作成機能を搭載。路線データに依存しない面作成で MC ／ MG データを作成することが
できます。
※ SiTECH 3D Studio は、SiTECH 3D をインストールすると同時にインストールされます。

取り込みデータ ／ 出力データ
SiTECH 3D Studio では、以下の各種データを取り込み、DWG や画像を出力することができます。

SFC・P21・DWG など
各種２次元 CAD２次元平面図

SiTECH データ
ＴＳ出来形用 XML
LandXML

計画データ

SFC・P21・DWG など
各種２次元 CAD２次元横断図

取り込み

簡易な点・面の作成機能を搭載

２次元横断図計画データ２次元平面図 地形データ

拡大図

全体図

CSV・TXT・LAS など点群データ

3D DWG・3D DXFモデルデータ

LandXML
基盤地図情報 数値標高モデル地形データ

ＤＷＧ 画像 ＸＭＬ
Land

（TIN）
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詳細（住所・FAX 等）は弊社ホームページをご確認ください。
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tel.019-629-2733 tel.0545-23-2600
tel.022-298-8081 tel.052-308-8090
tel.025-240-5399 tel.06-6306-2959
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tel.078-291-5577
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tel.06-6306-2959　fax.06-6306-2979
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■ 開発元■ 問い合わせ先

2017.02

動作環境に関しては、弊社ホームページの動作環境をご確認ください。 

● Microsoft, Windows, DirectX, Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。● OpenGL は、Silicon Graphics, Inc. の米国およびその他の国におけ
る商標または登録商標です。● Intel、Intel Core は、Intel Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。●その他の社名および製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。
●記載された仕様は予告なしに変更することがありますので、あらかじめご了承ください。

違法コピー禁止
このマークは違法コピー禁止マークです
社団法人 コンピュータソフトウェア著作権協会

土木部 部長　伊藤氏※掲載内容は、取材当時の内容です。

唐津土建工業株式会社（佐賀県唐津市）

土木部 工事主任　宮﨑氏

製品仕様・保守会員サービスについて

１ヶ月かかったＴＳ出来形計算を半日で解決導入事例

■ 製品仕様
　   ・ＰＣ１台につき、１ライセンスとなります。
　   ・付属のプロテクターがＰＣ本体に接続されている時のみ使用可能です。

■ 保守会員サポート
　  安心・快適にご使用いただけるように保守会員サービスをご用意しております。詳細はお問い合わせください。

○電話サポート

○プロテクター装置の破損交換

○最新版ダウンロードサービス

○最新版インストールメディアの提供

操作や保守サービスに関するお問い合わせは、
フリーダイヤル回線をご利用いただけます。

最新プログラムをダウンロードいただけます。

受付時間　9：00 ～ 19：00（平日のみ）
操作に関するお問い合わせ時には、必要に応じてオペ
レーターと画面を共有する「リモートサポート」もご
利用いただけます。

３次元設計データ作成の
悩みを解決
うちの会社では部下に毎日日報を出させて
いるのですが、日報の業務報告に繰り返し

「3 次元設計データ作成・編集」と書かれて
いる時期がありました。しばらく様子を見
ていましたが、見兼ねてもう少し効率良く
できないのかと尋ねました。するとややこ
しいと言う。本線やランプ、側道など複数
路線の 3 次元設計データ作成作業が複雑だ
と。結局、4 路線計算するのに 1 ヵ月近く
かかりましたよ。
そんな状況のときに、展示会で『SiTECH 
3D』を見ました。詳細を聞くと、ちょうど
現状の問題点を解決できると。すぐに導入
を決めました。( 伊藤氏 )

短時間で簡単に完成
実際に使ってみたら 1 路線 3 時間、半日で
4 路線の作業が完了しましたよ。操作を覚
えればもっと早く終わると思います。あと
は、複数路線あっても作成はもちろん管理

も楽になり、イメージがすごくわかりやす
くなりましたね。( 宮﨑氏 )

図面を信用できるようになった
今まで使っていたソフトも 3D に対応でき
るんですが、自分で入力しなくてはいけな
い。図面からも測点を拾うことはできます
が、図面をあまり信用していなかったので
ずっと手入力をしていました。

『SiTECH 3D』は図面から取得した数値と図
面上の数値が画面上で比較できるので安心
です。手入力しない分、簡単に短時間で計
算も 3D の作成もできるのが大きな魅力で
すね。( 宮﨑氏 )

地域住民の説明資料に活用
今、3D になったものをよりイメージしやす
いようにモデルを作成しています。現在の
地域住民用の説明資料は紙で出力したもの
で行うので、2 次元で平面的なものになっ
てしまいます。私たちには現場のイメージ
が浮かんでも、住民の方は浮かばない。も

しこれが動画のようになって地形や隣接した
家などを入れることができれば、イメージと
して簡単に伝わるので説明も楽になります。
また、住民の方にもより納得していただける
のではないかと思います。( 宮﨑氏 )

発注者向けの説明にも利用
TS 出来形管理という観点で見ると測点の管理
だけなのですが、良いものを作るとなると全
体のイメージがきっちりある方が数段いい。
発注者向けの説明でも利用すれば、お互いの
認識のズレも解消されてより良い仕事ができ
るのではないかと思います。
( 伊藤氏 )


